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今年も開催するよ～！
みんな遊びに来てね♪

11/18　もりやま冬ホタル2017点灯式

11/19  もりやま☆こんにちワーク６

11/12  かむカムフェスタ2017
11/17　「児童虐待防止推進月間」啓発
   　　　オレンジリボンキャンペーン
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平成 30 年
年賀交歓会

～ご案内～

※当日はお酒を準備致しますので、飲酒される方
　はお車でのご参加はご遠慮ください。

と     き　

と こ ろ　

参 加 料　

主     催　

お申込み

参加者募集中！
　平成30年の年賀交歓会を例年通り
次の要領で開催します。
　行政関係及び会員相互の新年のご
挨拶を一同に行う良い機会ですので、
多数のご参加をお待ちしております。

平成30年１月４日（木）
10：00～11：00（受付９：30～）

守山商工会議所 大ホール

１, ０００円

守山市／守山商工会議所

本誌折込チラシ（新春年賀交歓会）
12月15日（金）必着で、FAXまたは
郵送にてお申込みください。
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去
る
11
月
14

日（
火
）
当
所

201
号
室
に
お
い

て
、
第
６
回
常

議
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

議
案
及
び
報

告
事
項
は
次
の

通
り
で
す
。

議 

案

１
．
守
山
商
工
会
議
所
就
業
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

守
山
商
工
会
議
所
就
業
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
休
日
の
振

替
制
度
の
根
拠
を
明
文
化
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。

２
．
守
山
商
工
会
議
所
給
与
規
程

の
一
部
改
正
と
賞
与
金
支
給
係

数
の
変
更
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
並
び
に
滋
賀
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
給
与
規

程
の
基
本
給
表
と
、
賞
与
金
支
給

係
数
を
平
成
29
年
12
月
１
日
付
で

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
し

ま
し
た
。

３
．
平
成
30
年　

年
賀
交
歓
会
に

つ
い
て

　

平
成
30
年「
年
賀
交
歓
会
」に

つ
い
て
、
開
催
概
要
を
説
明
し
、

平
成
30
年
１
月
４
日（
木
）午
前

10
時
よ
り
当
所
大
ホ
ー
ル
で
開
催

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。（
詳

細
は
本
誌
１
頁
並
び
に
折
込
チ
ラ

シ
を
参
照
下
さ
い
）

４
．
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

　

６
件
の
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

提
案
し
ま
し
た
。（
本
誌
８
頁
を

参
照
く
だ
さ
い
）

　

以
上
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て

は
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
．
駅
前
総
合
案
内
所
の
月
次

（
10
月
度
）報
告
に
つ
い
て

２
．
相
談
所
指
導
実
績
件
数（
10

月
度
）報
告
に
つ
い
て

３
．
事
業
報
告（
10
月
度
）
と
事

業
計
画（
11
月
度
・
12
月
度
）

に
つ
い
て

卓
話

　

滋
賀
県 

商
工
観
光
労
働
部 

労

働
雇
用
政
策
課 

地
域
創
生
人
材

育
成
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

矢
野

光
幸
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
滋
賀

の
産
業
を
支

え
る
人
づ
く

り
事
業
に
つ

い
て
」を
テ
ー

マ
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま

し
た
。

去
る
11
月
２
日（
木
）近
江
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
、
五

部
会
合
同
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

商
業
部
会
が
主
管
し
た
当
大

会
は
、
当
所
会
員
が
総
勢
48
名
参

加
さ
れ
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
懇
親

を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
、
個
人
の
部

で
は
寺
田
恭
章
氏（
㈱
寺
田
自
動

車
）
／
商
業
部
会
）が
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。
部
会
対
抗
で
は
建
設
部

会
が
優
勝
さ
れ
、
表
彰
式
で
は
優

勝
者
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
の
受

賞
者
に
豪
華
賞
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

表
彰
式
の
後
、
次
年
度
担
当

の
建
設
部
会
部
会
長
中
西
壮
一
郎

氏
並
び
に
商
業
部
会
副
部
会
長
松

谷
悦
男
氏
の
挨
拶
を
も
っ
て
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
ゴ
ル

フ
大
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

〈
議
　
案
〉

〈
卓
　
話
〉

第
６
回 

常
議
員
会
開
催

　

去
る
11
月
24
日（
金
）近
江
ス

エ
ヒ
ロ
本
店
に
お
い
て
、
守
山
・

草
津
商
工
会
議
所
正
副
会
頭
、
栗

東
市
・
野
洲
市
商
工
会
正
副
会
長

の
出
席
の
も
と
、
湖
南
四
市
経
済

懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇

談
会
で
は
、
武
村
展
英
衆
議
院
議

員
を
講
師
に
迎
え
、「
湖
南
地
域

の
こ
れ
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
武
村
展
英
衆
議
院
議
員

に
対
し
、
４
団
体
連
名
で
平
成
30

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
と

し
て
、「
事
業
承
継
を
契
機
と
し

た
中
小
企
業
活
性
化
の
た
め
今
こ

そ
、
承
継
に
係
る
税
負
担
の
大
胆

な
減
免
を
！
」を
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

「
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
」を
提
出

湖
南
四
市
経
済
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
る

五
部
会
合
同
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
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守 山 市 金 融 協 議 会
滋 賀 銀 行
滋 賀 中 央 信 用 金 庫
おうみ冨士農業協同組合

関 西 ア ー バ ン 銀 行
京 都 信 用 金 庫
京 都 銀 行

去
る
11
月
９

日（
木
）
工
業

部
会
主
催
で
視

察
研
修
が
開
催

さ
れ
、
岐
阜
県

の
未
来
工
業
株

式
会
社
並
び
に

関
鍛
冶
伝
承
館

を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

未
来
工
業
株
式
会
社
で
は
、
昨

年
11
月
に
完
成
し
た
最
新
鋭
の
設

備
を
有
す
る
垂
井
工
場
を
見
学
の

後
、
本
社
・
工
場
を
見
学
さ
れ
ま

し
た
。
本
社
・
工
場
で
は
、
代
表

取
締
役
社
長 

山
田
雅
裕
氏
よ
り
、

未
来
工
業
が
実
践
す
る「
差
別
化
」

戦
略
、「
教
育
し
な
い
」「
管
理
し

な
い
」「
強
制
し
な
い
」の
３
原
則
、

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
生
む
着
眼
点

や
感
受
性
を
高
め
、
社
員
に
や
る

気
を
引
き
出
す
な
ど“
未
来
流
”の

独
自
経
営
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
工
場
見
学
で
は
、
年

間
１
万
件
を
超
え
る
改
善
提
案
の

中
か
ら
採
用
さ
れ
た
提
案
が
現
場

の
随
所
に“
視
覚
化
”さ
れ
、
社

員
の「
常
に
考
え
る
」を
実
践
し

た
現
場
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
会
社
、
工

場
内
の
至
る
所
に“
常
に
考
え

る
！
”の
パ
ネ
ル
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
創
意
工
夫
を
引
き
出
す
仕

掛
け
の
数
々
に
驚
い
た
。」「
改
善

提
案
が
実
際
に
現
場
で
活
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
心
し
た
。」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
鍛
冶
伝
承
館
に
お

い
て
700
年
に
及
ぶ
関
鍛
冶
の
伝

統
技
法
や
刃
物
文

化
に
関
す
る
展
示

を
見
学
さ
れ
る
な

ど
、
有
意
義
な
視

察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

て
知
ら
れ
、
映
画
や
テ
レ
ビ
で
雲

海
に
浮
か
ぶ
天
空
の
城
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
変

人
気
が
出
た
城
で
す
。

建
設
部
会
で
は
、
平
成
23
年

に
穴
太
衆
積
第
14
代
目
石
匠
で
黄

綬
褒
章
受
章
者
の
粟
田
純
司
氏
に

「
石
の
声
を
聴
け
」を
テ
ー
マ
に
講

演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
際
粟
田
氏

か
ら
竹
田
城
が
穴
太
衆
の
最
高
傑

作
で
あ
る
と
お
話
し
い
た
だ
い
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
か
視
察

に
と
計
画
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雲
海
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
雲
一
つ
な

い
日
本
晴
れ
で
、
参
加
者
は
竹
田

城
へ
の
登
り
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
に
よ
る

説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
素
晴
ら

し
い
石
組
み
と

眼
下
に
広
が
る

景
色
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

去
る
11
月
６
日（
月
）建
設
部

会
視
察
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
兵

庫
県
朝
来
市
の
竹
田
城
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

竹
田
城
は
、
近
江
の
名
工
と
し

て
多
く
の
城
郭
の
石
組
み
に
携
わ

り
、
歴
史
に
名
を
残
す
石
積
み
集

団「
穴
太
衆
」の
積
ん
だ
石
垣
と
し

去
る
11
月
３
日（
金
・
祝
）守

山
市
民
体
育
館
お
よ
び
周
辺
に
お

い
て
、「
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
が
元

気
に
な
る

フ
ェ
ス
タ

（
コ
コ
カ
ラ

ｆ
ｅ
ｓ
）」

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
当
所
商

業
系
三
部
会
主
催
で
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
一
般
社
団
法
人　

日
本

快
眠
協
会　

代
表
理
事
で
あ
る
今

枝
昌
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
ね

む
れ
る
カ
ラ
ダ
の
つ
く
り
方
」
～

働
く
力
は
睡
眠
か
ら
～
と
題
し
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
枝
氏
は
、
こ
れ
ま
で
リ
フ

レ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
と
し
て
活
動
を

し
て
き
た
経
験
か
ら
、
患
者
の
健

康
状
態
は
足
に
現
れ
、
足
へ
の
血

流
を
良
く
す
る
事
で
多
く
の
症
状

改
善
が
改
善
さ
れ
た
と
の
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
受
講

者
に
も
自
ら
の
足
を
触
れ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
自
身
の
健
康
状
態
を

知
り
、
血
流
の
改
善
を
心
が
け
る

こ
と
で
、
快
眠
へ
と
繋
げ
る
こ
と

が
出
来
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
講
演
後
は
快
眠
体
操
を
ご
紹
介

し
て
頂
き
、
血
行
の
流
れ
を
良
く

し
体
温
を
上
げ
る
こ
と
が
快
眠
へ

と
繋
が
り
、
日
々
の
生
活
、
仕
事

へ
の
活
力
に
繋
が
る
と
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

未
来
工
業 

視
察
研
修
が

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
る

 

「
常
に
考
え
る
」を

　
　
　

   
実
践
し
た
現
場
を
見
学 

工
業
部
会

商
業
系
三
部
会

建
設
部
会

視
察
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

　
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
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市
長
と
の
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
る

去
る
10
月
27
日（
金
）魚
和
に

お
い
て
、
商
業
部
会
役
員
研
修
会

と
し
て
、
市
長
と
の
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
守
山
市
か

ら
は
宮
本
市
長
及
び
都
市
活
性
化

局
筈
井
次
長
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
守
山
市
の
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
や
自
転
車
を
活
か
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
資
料
を
基
に
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
守
山
市
議
会
か
ら
新

野
議
員
と
商

業
部
会
役
員

で
も
あ
る
西

村
議
員
に
も

参
加
い
た
だ

き
、
活
動
報

告
や
商
業
に

関
す
る
今
後

の
課
題
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
席
し
た
役
員
か
ら
は「
中
心

市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み
や
、

今
後
の
行
政
施
策
に
つ
い
て
理

解
が
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
」と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
充
実
し

た
役
員
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
10
月
30
日（
月
）環
境
保

全
対
策
委
員
会
主
催
で
視
察
研
修

が
開
催
さ
れ
、
大
阪
府
大
東
市
の

株
式
会
社
Ｂ
Ｐ
Ｓ
大
東
並
び
に
京

都
府
宇
治
市
の
平
等
院
鳳
凰
堂
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
Ｂ
Ｐ
Ｓ
大
東
で
は
、

間
伐
材
や
建
築
廃
材
を
バ
イ
オ
マ

ス
チ
ッ
プ
に
す
る
行
程
か
ら
、
プ

ラ
ン
ト
で
燃
焼
さ
せ
て
発
生
し
た

電
力
を
販
売
す
る
ま
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
に
優
し
く
、
ま
た
補
助
金

に
頼
ら
ず
民
間
の
力
だ
け
で
事
業

化
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
参
加

者
は
感
心
し
き
り
で
し
た
。

そ
の
後
宇

治
に
あ
る
平

等
院
鳳
凰
堂

を
見
学
さ
れ

る
な
ど
、
有

意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま

し
た
。

役
員
研
修
会

商
業
部
会

年末年始の臨時休館について
 　当所では、 平成29年12月29日金〜
平成30年１月３日水 を臨時休館とします。
尚、平常業務は 平成30年１月4日木 から
となります。

　実施期間中は、業務・貸室は行わず完
全休館となりますので、ご理解とご協力の
程よろしくお願いいたします。

全
国
労
保
連
会
長
か
ら
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
る

　

去
る
11
月
10
日（
金
）ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス（
東
京
）に
お

い
て
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る

「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間
」

に
合
わ
せ
、
一
般
社
団
法
人
全
国

労
働
保
険
事
務
組
合
連
合
会
主
催

に
よ
る
平
成
29
年
度
全
国
労
働
保

険
適
正
加
入
促
進
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
当
所
は

適
用
促
進
業
務
を
積
極
的
に
推
進

し
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
労
働
保

険
事
務
組
合
と
し
て
、
全
国
労
保

連
会
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

全
国
労
保
連
会
長
か
ら

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
る

視
察
研
修
が
開
催
さ
れ
る

環
境
保
全
対
策
委
員
会

　去る11月26日（日）モリーブセントラルコートにおいて、守山の優れた物産
品や生活提案のある手作り品を集めた「地域資源物産展モ・リ・シェ 2017」を
開催しました。
　今回で７回目を数える同事業ですが、当日は20店が出店され、「もりやまい
いもの市」をはじめ、「創業スクール卒業生によるキラキラマルシェ」や「専門
家による暮らしとお金のＱ＆Ａ」、「守山産イチゴのソフトクリーム発表会」、
秋の味覚が満喫できる「創作スイーツサミット」など様々な企画に合わせて多
くのブースが並び、終日多くの買い物客で賑わいました。

地域資源物産展モ・リ・シェを開催
守山の
逸品が集う
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平
成
29
年
7
月
～
9
月
期
の

守
山
企
業
景
況
調
査
の
結
果

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
調
査

結
果
は
DI
指
数（
景
気
動
向
指

数
）を
用
い
て
示
し
て
い
る
。

平
成
29
年
7
月
～
9
月
期
の

調
査
結
果
で
は
、
業
況
は
前
回

調
査
よ
り
数
値
が
上
昇
し
た
も

の
の
、
売
上
高
、
採
算
、
資
金

繰
り
の
3
指
標
は
低
下
し
た
。

＜
業
況

業
況
DI
は
▲
6.5
で
前
回
調
査

の
▲
9.7
か
ら
3.2
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。
業
種
別
で
は
、
小
売

業
▲
29.4（
前
回
調
査
比
▲

12.7
）、

製
造
業
16.7（
前
回
調
査
比
+ 

16.7
）、
建
設
業
▲
9.1（
前
回
調

査
比
▲
27.3
）、
サ
ー
ビ
ス
業
0.0

（
前
回
調
査
比
+ 

17.6
）、
卸
売
業

0.0（
前
回
調
査
比
+ 

40.0
）と
製

造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売
業

が
上
昇
し
た
。

10
月
～
12
月
期
見
通
し
は
全

体
で
0.0
で
あ
り
、
上
昇
の
見
込

で
あ
る
。

＜
売
上
高

売
上
高
DI
は
▲
8.1
で
前
回
調

査
よ
り
3.3
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
。
業
種
別
で
は
、
小
売
業
▲

23.5（
前
回
調
査
比
▲
6.8
）、
製

造
業
33.3（
前
回
調
査
比
+ 

8.3
）、

建
設
業
▲
9.1（
前
回
調
査
比
▲

9.1
）、
サ
ー
ビ
ス
業
▲
17.6（
前

回
調
査
比
▲
11.7
）、
卸
売
業
▲

20.0（
前
回
調
査
比
+ 

20.0
）で
あ

り
、
製
造
業
、
卸
売
業
が
上
昇

し
そ
の
他
の
業
種
は
低
下
し

た
。10

月
～
12
月
期
見
通
し
は
全

体
で
3.2
と
な
っ
て
お
り
、
上
昇

の
見
込
で
あ
る
。

＜
採
算（
経
常
利
益

採
算（
経
常
利
益
）
DI
は
▲

17.7
で
前
回
調
査
よ
り
4.8
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
た
。
業
種
別
で
は
、

小
売
業
▲
35.3（
前
回
調
査
比
▲

18.6
）、
製
造
業
8.3（
前
回
調
査

比
+ 

16.6
）、
建
設
業
▲
9.1（
前

回
調
査
比
±
0.0
）、
サ
ー
ビ
ス

業
▲
29.4（
前
回
調
査
比
▲

11.8
）、

卸
売
業
0.0（
前
回
調
査
比
±

0.0
）で
製
造
業
が
上
昇
し
、
建

設
業
、
卸
売
業
が
横
ば
い
、
他

の
2
業
種
は
低
下
し
た
。

10
月
～
12
月
期
見
通
し
は
全

体
で
▲
4.8
で
あ
り
上
昇
の
見
通

し
で
あ
る
。

＜
資
金
繰
り

資
金
繰
り
DI
は
▲
21.1
で
前
回

調
査
か
ら
17.7
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
。
業
種
別
で
は
小
売
業
▲

29.4（
前
回
調
査
比
▲
18.3
）、
製

造
業
0.0（
前
回
調
査
比
▲
9.1
）、

建
設
業
▲
36.4（
前
回
調
査
比
▲

45.5
）、
サ
ー
ビ
ス
業
▲
21.4（
前

回
調
査
比
▲
6.0
）、
卸
売
業
0.0

（
前
回
調
査
比
±
0.0
）で
あ
っ

た
。
卸
売
業
は
横
ば
い
、
他
の

4
業
種
は
低
下
し
た
。

10
月
～
12
月
期
見
通
し
は
全

体
で
0.0
で
あ
り
、
今
回
調
査
実

績
か
ら
上
昇
し
て
い
る
。

〈
採
算（
経
常
利
益
）〉

〈
資
金
操
り
〉

〈
業
　
況
〉

〈
売
上
高
〉

（
平
成
29
年
7
月
〜
平
成
29
年
9
月
期
）

業況（全体）
0.0

▲10.0

▲20.0

▲30.0
▲25.4

▲17.7

▲23.3

0.0

売上高（全体）

10.0

0.0

▲10.0

▲20.0

▲30.0

▲40.0

▲31.3

▲18.3

▲4.8

3.2

▲8.1

資金繰り（全体）

▲22.4

採算（経常利益 全体）
0.0

▲5.0

▲10.0

▲15.0

▲20.0

▲25.0

▲30.0
▲26.9

▲17.5

▲4.8

▲26.7

▲12.9

▲17.7

▲9.7

▲6.5

▲12.7

0.0 

▲10.0

▲20.0

▲30.0

▲3.4

0.00.0 0.0

▲21.1

H28.4〜6        H28.7〜9      H28.10〜12       H29.1 〜3　　  H29.4 〜6      H29.7〜9見通    

▲5.2

H28.7〜9      H28.10〜12       H29.1 〜3　　  H29.4 〜6      H29.7〜9     H29.10 〜12見通    

H28.7〜9      H28.10〜12       H29.1 〜3　　  H29.4 〜6      H29.7〜9     H29.10 〜12見通    

H28.7〜9      H28.10〜12       H29.1 〜3　　  H29.4 〜6      H29.7〜9     H29.10 〜12見通    
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日
程
：
平
成
29
年
10
月
13
日

（
金
）、
14
日（
土
）、
15
日（
日
）

主
催
：
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
議
所
青
年
部
連
合
会（
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部（
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

主
管
：
守
山
商
工
会
議
所
青
年

部（
守
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

副
主
管
：
滋
賀
県
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会

全
登
録
者
数
：
１
，
９
６
5
名

全
登
録
単
会
数
：
１
２
６
単
会

去
る
10
月
13
日（
金
）～
15
日（
日
）

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
日
本
商
工

会
議
所
青
年
部　

第
35
回
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
近
江
守
山
大
会
が
守

山
商
工
会
議
所
青
年
部
の
主
管
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
は
、
近
畿
２
府
５

県（
福
井
、
京
都
、
滋
賀
、
大
阪
、

兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
）の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
滋
賀
県
に
お
い
て
は
、
平
成

22
年
の
草
津
大
会
以
来
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

10
月
13
日（
金
）

ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
役
員
会
、
定
期
総
会
、
会
長

会
議
、
諸
会
議
の
他
、
前
泊
者
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
52
単
会
の
会
長
が
一
同
に
集
ま

り
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
定
期
総
会
で
は
、
平
成
30
年

度　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会　

会
長
予
定
者
承

認
の
件
と
し
て
、
加
西
Ｙ
Ｅ
Ｇ　

西
村
昌
也
氏
が
平
成
30
年
度
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
予
定
者
と

し
て
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

会
長
会
議
後
の
前
泊
者
懇
親
会

で
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
寺
田

会
長
が
ビ
ワ
イ
チ（
琵
琶
湖
一
周

サ
イ
ク
リ
ン
グ
）に
ち
な
み
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
で
入
場
さ

れ
た
他
、
古
墳
シ
ン
ガ
ー
ま
り
こ

ふ
ん
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
も
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

10
月
14
日（
土
）

記
念
式
典

守
山
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
壮
大
な

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
の
後
、
ブ

ロ
ッ
ク
旗
を
掲
げ
た
寺
田
会
長
が

会
場
後
方
よ
り
入
場
す
る
と
会

場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

Ｙ
Ｅ
Ｇ
次
年
度
会
長
予
定
者
と
し

て
加
西
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
西
村
昌
也
氏
が

紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
寺
田
会

長
、
南
井
大
会
会
長
よ
り
次
年
度

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催
地
で
あ
る
加

西
Ｙ
Ｅ
Ｇ　

西
村
会
長
予
定
者
、

藤
井
大
会
会
長
に
ブ
ロ
ッ
ク
旗
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演

（
滋
賀
県
商
工

会
議
所
青
年
部
連

合
会　

若
手
後
継

者
等
育
成
事
業
）

講
師
：
入
江
慎
也
氏（
漫
才
師

コ
ン
ビ「
カ
ラ
テ
カ
」）

テ
ー
マ
：「
繋
が
り
で
夢
を
叶

え
る
人
脈
力
」

会
場
：
守
山
市
民
ホ
ー
ル（
大

ホ
ー
ル
）

分
科
会

６
つ
の
分
科
会
と
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン

で
は
、
守
山
の
歴
史
や
琵
琶
湖
・

ス
ポ
ー
ツ
・
食
な
ど
を
テ
ー
マ
に

滋
賀
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

︿
第
1
分
科
会
﹀

　

︿
第
2
分
科
会
﹀　

第
35
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

                        

近
江
守
山
大
会

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

『
Ｙ
Ｅ
Ｇ 
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ 

～
繋
げ
守
山
へ
！ 

Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ 

ｕ
ｓ
！

                                 　

 

Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ 

未
来（
あ
す
）！
～
』

『未体験のスポーツとつながる～ Link Future
～パラリンピック公式種目　ゴールボール体験』

『懐かしい友・新しい友とつながる
～ Link Friends ～近江の地酒と肴』
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︿
第
3
分
科
会
﹀　

︿
第
4
分
科
会
﹀　

︿
第
5
分
科
会
﹀

︿
第
6
分
科
会
﹀

︿
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
﹀　
『
癒
し
と
英

気
に
つ
な
が
る
～
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ  

Ｔ

ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
～
親
睦
と
交
流
』

物
産
展

守
山
市
民
運
動
公
園
駐
車
場
に

て
物
産
展
を
開
催
し
、
ご
当
地
グ

ル
メ
だ
け
で
な
く
、
近
畿
各
地
の

Ｂ
級
グ
ル
メ
な
ど
を
集
め
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
ず
多
く
の
方

に
ご
賞
味
頂
き
ま
し
た
。

大
懇
親
会

守
山
市
民
体

育
館
に
お
い
て
、

大
懇
親
会
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、
白
い
袴

を
身
に
し
た
寺

田
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
、
南
井
大
会
会
長

に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
き
な
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

近
畿
各
地
よ

り
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
が
揃
い
、

会
場
が
熱
気
に

包
ま
れ
た
大
懇

親
会
で
は
懐
か

し
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
と
の
再

会
を
喜
ぶ
声
や
、

新
た
な
出
会
い
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
な
ら
で
は
の
交
流
が
数
多

く
生
ま
れ
、
多
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
終
盤
に
は
、
次
回
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催
さ
れ
る
加

西
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
各
府
県
連
、
単
会

会
長
の
直
筆
サ
イ
ン
の
入
っ
た

成
功
祈
願
パ
ネ
ル
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

10
月
15
日（
日
）

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

15
日
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
ビ
ワ
イ
チ
体
験
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
が
、
守
山
市

を
起
点
に
出
発
し
た
一
行
は
近

江
八
幡
市
長
命
寺
港
ま
で
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ
、
ビ

ワ
イ
チ
の
一
端
を
体
験
さ
れ
ま

し
た
。

本
大
会
は
過
去
34
回
の
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
中
で
も
２

番
目
と
な
る
１
，
９
６
５
名
と

多
く
の
登
録
が
あ
り
、
守
山
市

や
守
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
対
す
る
関
心

と
期
待
の
高
さ
が
伺
わ
れ
、
守

山
の
持
つ
魅
力
を
存
分
に
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

会
テ
ー
マ
に
掲
げ
た『
Ｙ
Ｅ
Ｇ　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
』の
言
葉
が
象
徴
す

る
と
お
り
、
多
く
の『
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
』＝『
繋
が
り
』が
生
ま
れ
た

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
多
く
の
感
動

と
友
情
を
育
む
場
と
し
て
盛
会

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

YEG LINK ～繋げ加西へ！ Join us！ Join 未来（あす）！～
■ブロック大会の様子は、守山 YEG ホームページでも公開中！⇒ (http://www.moriyama-cci.or.jp/yeg/block2017/)

『MIZUからの手でMIZUとつながる
～ Link Memories ～水茎焼き体験』

『五感でつながる
～ Link Sweets ～たねや ラコリーナ』

『地域と歴史がつながる
～ Link History ～遺跡巡り』

『滋賀の自然とつながる
～ Link Nature ～クルージング』
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● 守山商工会議所　業務課　０７７－５８２－２４２５

　お取引先やお知り合いで、最近ご商売を始めた方やまだ商工会議所にご入

会されていない事業所がございましたら、是非ご紹介ください。

※なお、ご紹介いただく事業所がすでに加入済か未加入か不明な場合は当所

までご連絡ください。

新入会員さんをご紹介ください

　戦争の悲惨さ・平和の尊さ・命の大切さを再認識し平和を
願うパネル展。

 ■ 平和祈念展
12月11日(月) ～ 16日(土)　最終日午後3時まで

　日本の童謡を音楽用のこぎりで演奏します。
　(曲目：さくらさくら・朧月夜・ふるさと・里の秋)

 ■ のこぎりニューイヤーコンサート2018 ～歌い継ぎたい日本の童謡～
1月14日(日)　午後2時～ 2時間程度

　今までに書き溜めた水彩画をはじめとする絵画の個展。8
点展示。

 ■ 青木美津子絵画作品展
1月15日(月) ～ 21日(日)　最終日午後5時まで

　弦楽器ヴィオリラでクリスマスソングなどを演奏して会場
の方たちと一緒に楽しみたい。

 ■ ヴィオリラコンサート
12月17日(日)　演奏時間　午後１時半～ 3時まで

　レイカディア大学の仲間による絵画作品展。15点展示。

 ■ あすなろの会　油絵・水彩画展示
12月4日(月) ～ 10日(日)　最終日午後3時まで

新入会員紹介コーナー 新しい会員さんです。共に、頑張りましょう！（敬称略）

事業所名 代表者名 所在地 営業内容

守山ギター道場 渥 美　 悟 史 勝部四丁目3-20-205 ギター教室

勿忘草はがき絵教室 神 谷　 禮 子 野洲市西河原2235-2 はがき絵教室

クラシード滋賀 右京　由美子 水保町1255-98 広告販促業

株式会社
滋賀レイクスターズ 加 藤　 翔 太 大津市におの浜4-7-5

オプテックスビル3F
プロバスケットボールチーム
の運営

おかもと社労士事務所 岡 本　 將 宏 播磨田町555-6 社会保険労務士業務

『今年もあと１ヶ月を
　　残すところとなりました…
 今年も一年お世話になり
　　　　ありがとうございます。
 2018年も駅前総合案内所を
　　　　　宜しくお願いします。』

　お花で作ったリースやブーケなどを展示。花の持つ力とそ
の魅力を感じてほしい。
　同時に展示販売あり。

 ■ おはなのこえ　クリスマス作品展
12月18日(月) ～ 24日(日)　最終日午後4時まで

　しがのこくらぶが開催する楽器用のこぎりの展示。のこぎ
り音楽の素晴らしさを知ってほしい。

 ■ 歌い継ぎたい日本の童謡～楽器としてののこぎり展～
1月8日(月・祝) ～ 14日(日)  最終日午後5時まで

　自分流に手づくりの手芸品を作っています。なかまたちの
作品約40点展示。
　同時に展示販売あり。

 ■ みてみて私の手づくり
1月22日(月) ～ 28日(日)　最終日午後3時まで

　色々な技法で作成したおしゃれで綺麗なアクセサリーの展
示。約200点展示。
　同時に展示販売あり。

 ■ ビーズジュエリー展
1月29日(月) ～ 2月4日(日)　最終日午後5時まで
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　今般、厚生労働省労働基準局長より「定期健康診断等における診断項目の取り扱いにつ
いて」（平成29年8月4日付基発第0804第4号）の通達が出されました。この通達は、「厚
生労働大臣が定める基準」の運用に関し、医師の判断の徹底を求めるものです。
　つきましては、当所でも局長通達を遵守するため、以下の事項について事業者の皆様の
ご理解をお願い致します。なお、これに伴い平成30年度より省略健診（Aコース）がなく
なりますので、予めご理解を頂きますよう宜しくお願い申し上げます。

西村まで

事業者の皆様へ

平成30年度「健康診断」の受診コース変更のお知らせ

【お問合せ先】守山会議所　業務課　　077-582-2425

１．労働安全衛生規則第44条第2項より、厚生労働省告示に基づく、血糖検査、貧血検査等を省略す
る場合の判断は、一律な省略ではなく、経時的な変化や自他覚症状を勘案するなどにより、個々の労
働者ごとに医師が省略を可能であると認める場合においてのみ可能です。

２．法令で認められる健診項目の省略について検討される事業場は、日頃従業員の健康管理を行って
いる産業医から、対象者及び省略項目の範囲について判断を得て頂きますようお願いいたします。

会員事業所紹介コーナーがリニューアル！ 無 料
　商工ジャーナルでは、毎月会員事業所様の紹介を
無料で掲載しています。
　平成29年6月号からは、守山市PRキャラクター

「もーりー」が現地を取材し、ＰＲします。商工ジャー
ナルに掲載できなかった情報も、ブログ「もーりー
のひとり言」等で紹介します。掲載を希望される場
合は、守山商工会議所業務課までご連絡ください。

【お申込み・お問い合わせ】守山商工会議所　業務課  TEL 582-2425  FAX 582-1551

掲載事業所募集中！
会員事業所紹介

もーりーと いこう 
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http://www.moriyama-cci.or.jp/
conference/index.html

検 索守山商工会議所　会議室

         Ｗｅｂ予約

   受付始めました
　用途、人数に応じてご利用いただける守山
商工会議所の貸会議室が、インターネットを
通じて、いつでも空室確認および仮予約
できるようになりました。
　営業時間外でもご利用いただけます！
ぜひご活用ください。

※申請書については、守山商工会議所ホームページ（http://www.moriyama-cci.or.jp）
よりダウンロードをしていただくか、守山商工会議所窓口にてお受け取りください。

　守山商工会議所では、守山市PRキャラクター「もーりー」のデザイン
を守山市のPRをはじめ、その他の啓発活動に使用される事業所様を随時
募集しています。もーりーのデザイン（画像）の使用を希望される方は、
申請書に記入していただき、提出後、承認されればご使用いただけます。
貴社の広告や配布物に「もーりー」を是非ご使用ください！！

！

講　師

平成３０年２月１６日（金）　
	 		１５：００～１９：００（１４：３０受付）
琵琶湖マリオットホテル
第１部　優良従業員表彰式
	 		１５：００～１６：００
第２部　記念講演会
	 			テーマ	
　　　　「今、世界で、日本で何が起きているのか？」（仮題）
															 ～	メディアでは伝えきれない本当のこと	～
	 		１６：００～１７：３０
　　　　　定　員								２００名（先着順）
第３部　受彰祝賀・会員交流パーティー
	 		１７：４０～１９：００

日　時

会　場

内　容

●申込先：守山商工会議所　TEL582-2425　FAX582-1551

～会員交流会のご案内～

国際ジャーナリスト
モーリー・ロバートソン氏

上記ＱＲコードをスキャンしてfacebookページへアクセス！
https://www.facebook.com/moriyamacci/

各種講演会やイベント、
事業者向け補助金制度等、
お役立ち情報を更新して
います。

守山商工会議所公式

始めました！！

お待ちしています♪
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『専門家による特別相談室設置』
～中小企業の経営の安定をはかる為、あらゆる相談に応じます～

※ご相談は相談日の10日前までに必ず電話で予約下さい。

ご相談・お問い合わせは
守山商工会議所・中小企業相談所 指導課まで TEL 582-2425  FAX 582-1551

経 営 相 談 随　　時

法 律 相 談 毎月第4水曜日

特 許 相 談 毎月第2水曜日

金 融 相 談 随　　時

労 務 相 談 随　　時

省エネ 相 談 随　　時

☆完全予約制。
☆弁護士、中小企業診断士等が
無料で相談に応じます。

☆秘密は厳守致します。
☆当所会員限定の無料相談です。

マル経資金困
っ
た
時
、迷
っ
た
時
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い！

完
全
予
約
制

（小規模事業者経営改善資金）とは？
　守山商工会議所の経営指導を受けておられる事
業所を守山商工会議所が推薦し、㈱日本政策金融
公庫から貸し出される小規模事業者向けの無担
保・無保証人の金融制度です。

※その他、状況により本制度がご利用いただけない
場合があります。まずはご相談ください。

融 資 額 2,000 万円

利   率 1.11%

返済期間

（平成29年11月10日現在）

融資内容は・・・ 利用条件は・・・
□守山市内で１年以上事業を
営んでおり、事業所得の申
告をしている方

□従業員が５人以下の商業・
サービス業、20人以下の製
造業・その他

□納付すべき税金
（法人税、所得税、事業税、
市県民税、消費税など）を完納
している方

設備資金
10 年以内

運転資金
7年以内

日 月 火 水 木 金 土

1  2
・くすのき共済還元事業

3
・第43回カラーコーディ
  ネーター検定試験

4
・青年部ＯＢ会 交流会

5
・正副会頭会議
・青年部 執行部会議

6 7 
・社労士入門講座⑩

8 9

10
・第42回ビジネス
  実務法務検定試験

11
・県青連 役員会（草津）

12
・第７回 常議員会
・二葉会
・青年部 役員会
・社労士入門講座⑪

13 14 15 16

17
・第23回環境社会検定試験
  （eco検定）

18 19 20
・第9回守山市しごと
  はじめ支援協議会
・金融審査会

21
・建設部会
  議員との意見交換会
・青年部 交流会
・社労士入門講座⑫

22 23
・もりやまいち

【天皇誕生日】

24 25 26
・社労士入門講座⑬

27 28 29
・年末年始臨時休館
  （１／３まで）

30

※上記スケジュールに関するお問い合わせは　守山商工会議所業務課  TEL 582-2425 まで

12
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

31

【お申込み·お問合せ】 守山商工会議所業務課 TEL:077-582-2425  Mail: info@moriyama-cci.or.jp

もりやま商工ジャーナルに折込チラシを入れてみませんか？
広告コストの削減に！！

広告料金を比較するとこんなにお得です！
【例：Ａ４サイズの広告１枚】
●普通郵便（定形）で送ると
＠82円×1,250通＝102,500円（税込）
●もりやま商工ジャーナル広告折込サービスなら

10,290円（税込）

会員様のリクエストにお応えして…
多様な広告のカタチに対応！！

広
告
折
込
サ
ー
ビ
ス
が

　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

これまでは…
Ａ４サイズまたはＡ３サイズ二つ折りのみ
平成28年度からは…
Ｂ５サイズおよびＢ４サイズ二つ折り
リーフレット （Ａ４サイズ以内）     
小冊子 （Ａ４サイズ以内）     もＯＫ！
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　ものづくりスペース“DIGITAL MAKERS SHIGA”。
滋賀県内では珍しい3Dプリンターを使った出力
サービス・体験ができるよ☆
　食品フィギュアや建物の模型など、欲しい形
を手軽に作れちゃう♪少しずつ調整しながら作
成できるので、金型などの試作品づくりで3Dプ
リンターを使えばコストダウンにも☆
　“DIGITAL MAKERS SHIGA”の3Dプリンターで、
ビジネスだけでなく教育や趣味の世界まで､さ
まざまな“ものづくり”を楽しんでみてね♪

●守山南中学校

モリヤマ
スポーツ
●
　●ドコモショップ

古高町

焔魔堂町

焔魔堂町西

今宿二丁目

ＤＩＧＩＴＡＬ
ＭＡＫＥＲＳ
ＳＨＩＧＡ
デジタル
メイカーズ
シガ

【代表】田村 俊之
【住所】〒524-0044
 古高町341-1-205

【TEL】077-514-2311
【FAX】077-514-2312
【URL】  http://makers-shiga.tech
【営業時間】10:00-19:00
【定休日】土日祝 （イベント開催時を除く）

(株式会社DGインデックス)

会員事業所紹介
もーりーと いこう 

ボクの顔も
簡単に

作れちゃう！

プログラミング教室や
電子工作教室で〝ものづくり”の

楽しさを体感 ♪

さまざまな造形が試せる“小さな工場”

ＤＩＧＩＴＡＬ
 ＭＡＫＥＲＳ
ＳＨＩＧＡ

デジタル

メイカーズ

シガ

日商コラム
column

快進撃企業に学べ
「農業を成長産業に変えた

『おおむら夢ファームシュシュ』」 
　おおむら夢ファームシュシュの本部、有限会社シュシュ
は、長崎空港から車で15分ほど走った大村湾が一望でき
る小高い丘の上にある。１万5000㎡の敷地には、農業体
験ができるブドウ畑やリンゴ畑があるほか、シュシュで栽
培されているさまざまな農産品や、それを加工した各種食
品を販売する物産館、さらにはレストランや結婚式場など
がある。時代は６次産業化といわれるが、先駆けとなる長
崎県を代表するビジネス農業体である。
　同社の創業は、今から約20年前の1996（平成８）年。現
社長である山口成美（なるみ）さんをはじめ、地域の若い
農業後継者８人が、小規模農家の限界を感じ、所有してい
たビニールハウスを利活用して、栽培していたイチゴの販
売や、イチゴ狩り体験を事業としてスタートさせた。
　しかし、それだけでは足りないと感じた山口さんたちは、
翌97年からは自分たちが生産しているイチゴやブドウ、
さらには梨やイチジクなどの店売りを続ける一方で、地域
の農業者から卵や牛乳などを仕入れ、大きさや形で出荷販
売できない規格外の果物を、ジェラートやパン・ケーキに
加工して販売するようにした。それを契機に、店名もアイ
スクリーム工房「手作りジェラートシュシュ」と変えた。
　その後、地元の若手農業者約40人の参加を得て、勉強
会や全国各地の先進的なビジネス農業体の視察を頻繁に
行った。その成果として、地域の中小農家が大同団結し、
魅力度を高める現在のシュシュ構想が生まれた。
　しかしながら、その建設には多大の資金がかかるだけで
なく、リスクもあった。構想が煮詰まるにつれ、メンバー
は減少していき、最後まで残った農業経営者８人で「おお
むら夢ファームシュシュ」をスタートさせたのである。ち

なみに、シュシュ（chouchou）とはフランス語の話し言葉
で、「お気に入り」という意味である。
　同社の創業メンバーの中核は現社長である山口さんであ
る。今日の隆盛は、正直、山口さんの経営手腕に負うとこ
ろが大きい。
　山口さんは1960（昭和35）年生まれ、長崎県大村市の出
身で、両親はイチゴや梨を生産する専業農家であった。山
口さんは大学を卒業後、地元の農協に就職し、そして30
歳のときに農協を退職、両親が従事している農業後継者と
なった。
　定年まで農協に勤務することを考えた時期もあったが、
農協職員であった約８年間、他産業を含めたさまざまな
人々との出会いを通じ、「やり方によっては、農業は成長
産業になれる……」と考え、仲間と共にこの事業を始めた
のである。努力が実り、今や、おおむら夢ファームシュシュ
への年間入り込み客数は、県内外を含め約50万人、年間
売上高も約10億円、スタッフも50人を超す規模にまで成
長・発展している。

　1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化
芸術大学教授などを経て、2008年4月より法政
大学大学院政策創造研究科（地域づくり大学院）

教授、同静岡サテライトキャンパス長。他に、人を大切にする
経営学会会長はじめ、国や県、市町、商工会議所などの審議会・
委員会の委員を多数兼務している。専門は中小企業経営論・地
域経済論・産業論。著書に『日本でいちばん大切にしたい会社』

（あさ出版）、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』（かんき出版）
など。

法政大学大学院政策創造研究科
教授 坂本光司

坂本光司／さかもと・こうじ
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